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２．研究の進捗状況 １．研究計画の概要 
2008 年度は、技術と事業のターゲットが

正しく統合されるための要件とそのメカニ
ズムに着目をして研究を行った。本年度の成
果としては、技術と事業の効果的なすりあわ
せは、新たな技術のポテンシャルを把握する
上流の研究開発部門が、自ら新しい事業の明
確な構想を提示することによって可能とな
ることを示した。これらの研究業績は、４本
の学術論文、国内外の３回の学会報告と、他
研究者との共著の書籍への論文採録２本な
どを行うことによって、その成果の公開を行
った。 

本研究では、先行開発の活動の中からニー
ズを規定していくことの可能性を検討して
いる。技術サイドからニーズを規定する概念
としては、古くから技術プッシュの考え方が
ある。技術プッシュの考え方では、技術開発
時に市場や顧客のニーズを構想するという
ものではなく、開発された技術が結果として
ニーズを生み出しているというものである。
本研究のアプローチは、将来の市場のニーズ
を予測しながら技術開発の構想を作り上げ
る先行開発のプロセスであり、それは技術プ
ッシュとは異なる。また、将来の市場予測に
高い不確実性が伴う場合、不確実性低減のた
めのマネジメントが必要であり、研究代表者
のこれまでの研究では、多様な事業構想を同
時並行的に持ち続けることによって、リア
ル・オプション的な不確実性の低減の可能性
を指摘している。 

2009 年度は、主に技術がもたらす価値と
その限界についての議論を整理した後に、技
術を価値創造の重要な要素としながらも、素
朴に技術開発をして機能・性能のみを製品の
価値とするのではなく、技術を直接的、間接
的に利用して、より情緒的で定性的な価値創
造を行うことの重要性を示した。 この研究では、先行開発の多様性を認める

ことによって R&D 投資の増大を招く恐れが
あるという問題点が指摘されており、本研究
においては、多様な事業構想による不確実性
の低減と、R&D 投資の増大をバランスさせ
る（あるいは R&D 投資の増大を伴わない）
マネジメントを明らかにすることが第 1の課
題である。本研究のもうひとつの課題は、多
様な事業構想には非技術的な要素も多く含
まれるのではないかという命題を明らかに
することである（例えば、工業デザインや操
作性など）。この課題を検討するためには、
分析の対象は先行技術開発だけではなく、製
品開発に先行する工業デザインや商品企画
などの活動も含める必要があると考えられ
る。これらの２つの課題を明らかにすること
が本研究計画の主要な目的である。 

これらの研究業績のうち、2009 年度中に
発表もしくは発表したものとして、７本の学
術論文・ケース論文、３回の学会報告を行い、
その成果の公開を行った。 

2010 年度はさらに開発組織が価値をどの
ようにマネージすればよいのかについて更
なる考察を加えると同時に、これまでの研究
成果を書籍としてまとめる作業を中心に研
究活動を行った。新たな研究への取り組みと
しては、機能性飲料の効果感の測定、法的規
制がイノベーション・製品コンセプト開発に
与える影響、デジタル技術を応用したアフタ
ーサービス事業、デジタル技術を応用した文
化財保存などの研究や調査を開始した。これ
らは継続して 2011 年度も研究を進め早期に
学会報告、論文等の形で公開する予定である。 



３．現在までの達成度 
 当初の計画通り推移している。 
 （理由） 
 本研究の２つの課題である、製品コンセプ
トの多様性に関する研究は、前節で報告した
とおり、これまでの学会報告・論文発表によ
りおおむね達成できたものと考えられる。２
つめの非技術的要因の分析については、ワー
キングペーパーの段階であるが、いくつかの
研究報告をまとめる段階にあり、更に研究の
最終年度である 2011 年度中には複数の研究
成果をまとめた論文の執筆・公開を予定して
いる。これらの成果をまとめた書籍の出版も
出版社との間で編集作業を開始しており、
2011 年度中には少なくとも脱稿できる予定
である。 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究は主に探索的な研究であるため、エ
スノグラフィックな手法を用いた定性的な
研究を中心に行ってきた。今後、本研究によ
り得られた因果関係にどの程度一般性があ
るのかを検証するため、より分析対象を広げ、
また、定量的な分析の可能性を検討し、実施
したいと考えている。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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